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次期X線天文衛星「NeXT」搭載に向けた小型かつ軽量なアラインメントモ
ニターの基礎開発
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次期X線天文衛星「NeXT」搭載に向けた軽量かつ小型のアラインメントシステムの開発の現状について報告す
る。2013年度に打ち上げ予定の我が国 6番目のX線天文衛星「NeXT」には、X線マイクロカロリメータ (SXS)と
X線CCDカメラ (SXI)用に軟X線望遠鏡 (SXT)が 1台ずつ、2台の硬X線検出器用に硬X線望遠鏡 (HXT)が 2
台の計 4台の望遠鏡が搭載される予定である。SXTは焦点距離 6mであり、H2Aロケットのノーズフェアリングに
収まるが、HXTは焦点距離が 12mと非常に長いために軌道上で伸展する光学台 (EOB)が必要になる。「すざく」
では、衛星構体の熱歪みの為に 1分角程度、望遠鏡と検出器の位置が温度に依存して変化してしまい、像が歪んで
しまっていた。これを補正する為に「すざく」では熱歪みを構体の温度勾配の関数でモデル化し、20秒角程度まで
像を補正する事に成功している (Uchiyama et al. 2007)。
私は EOBなどの衛星構体の熱歪みに伴う像の変化を補正する事を目的とした機上アラインメント計量システム
の基礎実験と開発を行なっている。このシステムでは、望遠鏡側に CMOSカメラと光源、検出器側に反射板を取
り付ける。光源から出た光を 6m、12m先の反射板に反射させその光を CMOSカメラで撮像する。得られた反射
光の中心位置をリアルタイムで追う事により望遠鏡と検出器の相対的な位置の変化を直接測定することが出来る。
「NeXT」HXTの要求決定精度のである 5秒角を目指し、反射光の中心位置の決定の方法、反射板の大きさなどの
最適化を行なっている。本講演では、期待される決定精度について報告する。


